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研究ノート 

日本におけるRosenberg自尊感情尺度の使用状況について1 

 

並川 努（新潟大学） 

 

日本におけるRosenberg自尊感情尺度の使用状況について検討を行った。先行研究（並川他，2010）以降

に出版された論文を対象に調査を実施した結果，61 本の論文で Rosenberg の尺度が使用されていることが

示された。用いられていた翻訳は，先行研究と同様に山本他（1982）訳が 44 本と最も多く，櫻井（2000）

の訳がそれに次いで多く用いられていた。また，近年では，Mimura & Griffiths(2007)の訳も複数の論文で用

いられるようになっているなど，新たな訳もみられることが示された。さらに，山本他（1982）訳は，第8

項目を削除した9項目で測定されることが多いことなどが示唆され，Rosenberg自尊感情尺度を用いた測定

上の課題が指摘された。 
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はじめに1 

「自己に対する肯定的または否定的な態度」

（Rosenberg, 1965，p.30）などと定義される自尊感情

（Self-Esteem）は，心理学をはじめさまざまな領域で

用いられている概念である。たとえば，教育の領域で

は，子どもの自尊感情の低さが問題として指摘され，

「自尊感情や自己肯定感を高めるための教育の充実」

（東京都，2008）が教育委員会の重点的な取組の1つ

に掲げられるなど，自尊感情は重要なキーワードの 1

つとなっている。 

しかし，自尊感情を測定するには，課題も多い。一

般に，自尊感情の測定は心理尺度を用いて行われるこ

とが多く，特にRosenberg(1965)による自尊感情尺度が

多く用いられている。しかしながら，榎本・田中（2006）

などが指摘するように，Rosenbergの自尊感情尺度には

複数の日本語訳が併存しており，研究ごとに異なる表

現の項目を用いて測定が行われているなど，いくつか

の問題点が存在する。実際，並川・脇田・野口（2010）

では，心理学関連のジャーナルに掲載された研究のレ

ビューを行ったところ，同じRosenberg（1965）の尺度

を用いた研究であっても，用いられている翻訳や選択

枝数，尺度表現などが多種多様であったことが指摘さ

れている。 

自尊感情の概念や測定方法については，近年も多く

の研究者によって，様々な検討がなされ続けているも

                                                        
 

1 本研究は JSPS科研費 JP 16K17308の助成を受けたものである。 

のの（たとえば，箕浦・成田，2013），現在も引き続き

Rosenberg の尺度が使用される頻度は低くないと考え

られる。そして，今後も Rosenberg の尺度を用いて調

査が行われたり，過去のデータがメタ分析（たとえば，

小塩・岡田・茂垣・並川・脇田，2014）などの形で活

用されたりしていくことが予想される。そのため，尺

度の翻訳や選択枝数の違いが，自尊感情測定にどのよ

うな影響を与えるのかを明らかにしておくことは，自

尊感情研究において重要な課題の1つである。 

ただし，並川他（2010）による報告から，5年以上が

経過し，尺度の使用状況も変化していることが推測さ

れる。そこで，本研究では，日本におけるRosenberg自

尊感情尺度の使用状況をあらためて集計し，用いられ

ることの多い翻訳や，選択枝数について整理すること

を目的とする。 

方法 

対象と手続き 

並川他（2010）と同じ「心理学研究」「教育心理学研

究」「発達心理学研究」「社会心理学研究」「実験社会心

理学研究」「パーソナリティ研究」の 6 誌を対象とし

た。巻号は，並川他（2010）で対象となった以降のも

ので，2018年3月時点で国立研究開発法人科学技術振

興機構（JST）が構築した電子ジャーナルのプラットフ

ォームである J-STAGE（https://www.jstage.jst.go.jp/）上

で公開されていたものとした。具体的には「心理学研
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究」は81巻1号から88巻6号，「教育心理学研究」は

58 巻 1 号から 65 巻 4 号，「発達心理学研究」は 21 巻

1号から26巻4号，「社会心理学研究」は26巻1号か

ら 33 巻 3 号，「実験社会心理学研究」は 50 巻 1 号か

ら 57 巻 2 号，「パーソナリティ研究」は 19 巻から 26

巻3号であった。 

論文の抽出は以下の手続きで行った。まず J-STAGE

の検索機能を利用し，対象 6 誌について「Rosenberg」

という語が含まれている論文を抽出した。次に，抽出

された論文に一つひとつについて，調査・実験の中で

Rosenberg 自尊感情尺度の日本語版が利用されている

かを確認し，最終的に61論文を対象論文とした（付録

参照）。 

集計項目 

対象の61論文について，a）用いている翻訳，b）回

答の選択枝数，c）使用項目数の3点を確認し，集計を

行った。なお， b）c）については論文中に明確に記載

されていないケースも複数見られた。そのため，それ

らが論文中に明記されていない場合は，当該翻訳版が

もとの論文等において採用している選択枝数を用いた

ものと判断して，集計を行った。 

 

                                                        
 

2 なお，もう1本は「その他」に含まれる中川訳（1990）を用いた論文

であり，同じ第8項目が削除されていた。 

結果 

まず，用いられていた翻訳について集計を行い，掲

載されていた雑誌ごとの論文数を Table1 にまとめた。

その結果,山本他（1982）による訳が最も多く，44本の

論文で用いられていた。2 番目以下は，櫻井（1997，

2000），Mimura & Griffiths（2007），星野（1970）の順で

あった。 

次に，回答の選択枝数に関する集計結果をTable2に

まとめた。山本他（1982）を用いた論文では，5件法が

採用されることが多かったが，櫻井（2000）とMimura 

& Griffiths（2008）を用いた論文では4件法が採用され

ることが多くなっていた。 

最後に，用いられていた項目数について集計を行っ

た。オリジナル版は10項目であるものの，調査の目的

や項目の特徴などを考慮し，一部の項目を削除して利

用するケースが見られた。具体的には，1 項目を削除

して 9 項目のみで得点算出を行っていた論文が 61 論

文中の9本の論文で見られた。また，そのうち8本は

山本他訳を用いた論文であり，削除された項目はいず

れも第8項目（I wish I could have more respect for myself.）

であった2。山本他訳は，全体の 44 本中約 18%にあた

る8論文で第8項目を削除して利用されていた。 

 

Table1 翻訳と掲載誌 

訳
心理学研究

パーソナリ

ティ研究

教育心理学

研究

実験社会心

理学研究

社会心理学

研究

発達心理学

研究
総計

山本他 16 9 6 6 4 3 44
櫻井 5 2 1 0 0 0 8
Mimura & Griffiths 3 2 0 0 0 0 5
星野 0 0 2 0 0 0 2
その他 1 1 0 0 0 0 2
総計 25 14 9 6 4 3 61

Table2 訳ごとの選択枝数 

訳 4件法 5件法 7件法 総計

山本他 2 40 2 44
櫻井 7 1 0 8
Mimura & Griffiths 5 0 0 5
星野 1 1 0 2
その他 0 0 2 2
総計 15 42 4 61
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考察 

本研究では，2011 年以降のRosenberg の自尊感情尺

度の使用状況について整理を行った。まず，今回

Rosenberg の尺度を利用していて対象となった論文数

は，約 7 年分で 61 本であった。先行研究（並川他，

2010）では，同じ6誌を対象に集計を行い，1995年か

ら 99 年で 27 本，2000 年から 04 年で 38 本，2005 年

以降で 63 本と年々使用される論文数が増加している

ことが報告されていた。それらと比較すると，今回は

論文の抽出方法が異なるものの，増加傾向は収束しつ

つあることが示唆される。ただし，引き続き多くの研

究で Rosenberg の尺度が利用されている状況は続いて

いると言える。 

また，今回最も多く用いられていた翻訳は山本他訳

であった。これは先行研究とも共通する傾向である。

一方，並川他（2010）で多く報告されていた星野訳が

相対的に少なくなり，Mimura & Griffiths訳が多く用い

られるようになっていた点は，新たな傾向であると言

えるだろう。Mimura & Griffiths（2007）は，Back 

translation を行っていることなどが特徴のひとつであ

り，信頼性や妥当性なども確認されていることから（内

田･上埜, 2010），今後も使用されていく可能性があると

言えるだろう。 

次に，採用されていた選択枝数について検討を行っ

た。Rosenberg（1965）のオリジナル版は4件法であり，

櫻井（2000），星野（1970），Mimura & Griffiths（2007）

は，いずれもそれに従って4件法を用いている。その

ため，それらの訳については4件法が採用されること

が多くなっていた。一方，山本他（1982）では，5件法

が採用されているため，それを利用した論文でも5件

法が採用されるケースが最も多くなっていた。また，

7件法などが用いられるケースもあり，同じRosenberg

の尺度であっても，採用される選択枝数が一貫してい

ない点は先行研究と同様であった。 

最後に，使用項目数については，第 8 項目を削除し

9 項目のみが使用されるケースが 9 件見られた。その

ほとんどが山本他訳を用いた研究であり，山本他訳を

用いた論文のうち約18%で第8項目が削除されていた。

山本他の「もっと自分自身を尊敬できるようになりた

い」という訳が，自尊感情の測定においてうまく機能

しないという点は多く研究において共有されていると

推察される。 

 

まとめと今後の課題 

本研究では，Rosenbergの自尊感情尺度の使用状況に

ついて整理を行った。近年においても，Rosenberg尺度

が多く用いられているが，並川他（2010）で示された

状況と共通する課題も残されていることが示唆された。 

今後は，今回示された状況を踏まえ，異なる表現を

用いることによって，項目の測定機能がどのように異

なるのかを実証的に検討するなど，測定の精緻化に向

けた研究が進むことが期待される。 
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